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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

　

39
回
目
を
迎
え
る
水
郷
佐
原
の
あ
や
め
祭
り
。
今
年
は
、
5
月
30
日
㈬
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
﹁
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
﹂
と
い
う
野
生
の
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
に
改
良
を
続
け
園
芸
化
さ
れ
た
も
の
で
、
改
良
さ
れ
た
地
名
を
と
っ

て
江
戸
・
伊
勢
・
肥
後
系
な
ど
、
多
く
の
品
種
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
4
0
0
品

種
1
5
0
万
本
も
の
東
洋
一
を
誇
る
水
生
植
物
園
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
、
改
良

に
夢
か
け
た
先
人
た
ち
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。
今
年
の
見
ご
ろ
は
6
月
中
頃
で
、
例
年
並
み
の
開
花
予
想
で
す
。

あ
や
め
祭
り
期
間
中
の

開
園
時
間
と
入
園
料

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
夜

の
植
物
園
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ

と
つ
で
す
。

■
開
園
時
間　

平
日
…
8
時

〜
19
時
、
土
・
日
曜
日
…
8

時
〜
21
時
（
入
園
は
閉
園
1

時
間
前
ま
で
）

■
入
園
料　

大
人
…
7
0
0

円
、
小
・
中
学
生
…
3
5
0

円
（
20
人
以
上
の
場
合
団
体

割
引
あ
り
）

水
郷
情
緒
た
っ
ぷ
り
の

園
内
水
路
を
、
ゆ
っ

た
り
と
サ
ッ
パ
舟
に
ゆ
ら
れ

な
が
ら
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

5
月
30
日
㈬
〜
6

月
28
日
㈭　

8
時
15
分
〜
17

時
15
分
（
雨
天
・
強
風
中
止
）

■
料
金　

大
人
（
中
学
生
以

上
）
…
5
0
0
円
、
小
人

（
3
才
以
上
〜
小
学
生
）�

…

2
0
0
円
、
団
体
大
人
20
人

以
上��

…
4
0
0
円

■
所
要
時
間　

約
10
分

サ
ッ
パ
舟
が
自
家
用
車

で
あ
っ
た
頃
に
、
舟

に
乗
っ
て
お
輿
し
入
れ
し
た

水
郷
地
帯
の
花
嫁
さ
ん
に
な

ぞ
ら
え
て
、
園
内
水
路
に

て
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
カ
ッ
プ

ル
が
こ
れ
を
再
現
。
実
際
に

結
ば
れ
た
カ
ッ
プ
ル
で
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
祝
福
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
9
日
㈯
・
16

日
㈯
・
23
日
㈯�　

10
時
30

分
か
ら
（
雨
天
中
止
）

市
内
に
伝
わ
る
伝
統
芸

能
の
、
お
ら
ん
だ
楽

隊
と
佐
原
囃
子
が
披
露
さ
れ

ま
す
。
佐
原
ば
や
し
演
奏
時

に
は
手
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま

す
。

■
お
ら
ん
だ
楽
隊

◇
日
時　

6
月
2
日
㈯　

9

時
・
12
時
、
16
日
㈯　

11
時

45
分
・
13
時
30
分

■
佐
原
ば
や
し
と
手
踊
り

◇
日
時　

6
月
3
日
㈰�

・

10
日
㈰�

・
17
日
㈰�

・
24
日

㈰�　

10
時
30
分
・
13
時

あ
や
め
祭
り
式
典
が
、

6
月
2
日
㈯
の
9
時

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
に
引
き
続
き
、
お

ら
ん
だ
楽
隊
に
よ
る
に
ぎ
や

か
な
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

す
。
式
終
了
後
は
、
先
着
入

園
者
1
0
0
人
に
、
ポ
ッ
ト

植
え
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

あ
やめ
祭り式典

嫁
入り
舟に祝福

郷

土
芸能の演奏

会

野
点で
いっぷく

ミ
ニコ
ンサート

散
策
の
足
を
休
め
、
優

美
に
咲
き
誇
る
色
と

り
ど
り
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

を
め
で
な
が
ら
、
お
抹
茶
で

和
風
情
緒
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
心
を
こ
め
て
作
ら

れ
た
佐
原
の
お
菓
子
と
と
も

に
、
ほ
ん
の
り
甘
い
至
福
の

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

6
月
3
日
㈰
・
10

日
㈰
・
17
日
㈰
・
24
日
㈰　

9
時
〜
15
時
（
雨
天
中
止
）

■
料
金　

一
服
5
0
0
円

音
楽
愛
好
家
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
9
日
㈯
・
16

日
㈯
・
23
日
㈯　

12
時
30
分
・

14
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

サ

ッ
パ舟でお花

見

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
☎
(50)
1
2
1
2

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園

☎
(56)
0
4
1
1

水郷佐原水生植物園あやめ祭りあやめ祭り

広
報
か
と
り
5
月
1
日

号
最
終
ペ
ー
ジ
に
、

市
内
3
カ
所
の
観
光
施
設

招
待
券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
切
り
取
っ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
1
枚
で
3
人
ま
で

無
料
で
入
園
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
、
佐
原

駅
か
ら
水
生
植
物
園
ま
で
を

往
復
す
る
直
通
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

■
利
用
料　

大
人
…
5
0
0

円
、
小
学
生
…
2
5
0
円

招

待
券と
シャトルバ

ス
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市
の
会
計
の
種
類

　

市
は
事
業
の
性
質
に
よ

り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

お
よ
び
企
業
会
計
に
分
け
て

予
算
を
作
成
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本

的
な
経
費
を
計
上
し
、
特
別

会
計
は
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
な
ど
の
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
、
個
別
に
収
支

を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
に

は
、
決
算
を
行
う
前
に
出
納

整
理
期
間
（
4
月
1
日
か
ら

　

市
は
、
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

を
会
計
年
度
と
し
て
、
市
税
や
国
か

ら
の
補
助
金
な
ど
を
財
源
に
、
市
民

生
活
に
直
接
つ
な
が
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
予
算
の
概
要
や

年
度
途
中
の
執
行
状
況
、
決
算
概
要

は
、
そ
の
都
度
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
18
年
10

月
1
日
か
ら
平
成
19
年
3
月
31
日
ま

で
を
ふ
ま
え
た
、
税
金
な
ど
の
収
入

や
事
業
の
執
行
状
況
、
財
産
や
市
債

の
残
高
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5
月
31
日
ま
で
）
を
設
け
て

い
ま
す
。
今
回
の
財
政
状
況

は
、
こ
の
期
間
終
了
前
と
な

る
3
月
31
日
ま
で
を
と
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
・
簡
易
水
道

事
業
は
民
間
企
業
と
同
じ
よ

う
に
企
業
会
計
の
手
法
で
事

業
を
行
い
、
必
要
な
経
費
を

利
用
料
金
な
ど
の
収
益
で
ま

か
な
う
独
立
採
算
に
よ
り
運

営
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課

☎
(50)
1
2
0
7

平
成
18
年
度
下
半
期
財
政
状
況

◇
収
益
的
収
支
◇　

水
道
水
を

お
届
け
す
る
費
用
で
、
施
設
を

維
持
管
理
す
る
費
用
や
人
件

費
、
国
か
ら
借
り
た
お
金
の
支

払
利
息
な
ど
の
収
支

◇
資
本
的
収
支
◇　

安
定
し
た

給
水
の
た
め
、�

国
か
ら
の
借
入

金
な
ど
で
新
設
、
改
良
事
業
を

継
続
し
、
浄
水
施
設
、
配
水
管

な
ど
の
整
備
を
充
実
す
る
た
め

の
収
支

市債の残高
252億　110万円

119億1,088万円

2,214万円

6億3,559万円

98億　147万円

14億4,869万円

299万円

117億6,261万円

103億4,061万円

14億2,200万円

488億7,459万円

特別会計の歳入・歳出（平成19年₃月末現在） 市税の負担状況（平成19年₃月末現在）

収入済額

37億4,189万円

33億6,812万円

5億3,807万円

4億8,558万円

1億4,803万円

300万円

82億8,469万円

1 世帯あたり

12万9千円

11万6千円

1万8千円

1万7千円

5千円

―

28万5千円

1 人あたり

4万3千円

3万8千円

6千円

5千円

2千円

―

9万4千円

税目

固定資産税

市民税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

特別土地保有税

合計

各特別会計

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

居宅介護サービス事業

農村地域工業等導入促進事業

農業集落排水事業

観光事業

下水道事業

土地取得事業

火葬場事業

予算額

92億1,049万円

79億5,917万円

39億5,990万円

1億2,983万円

862万円

2億2,267万円

8,828万円

19億　161万円

2,049万円

5,447万円

歳入

収入済額

83億2,765万円

68億8,770万円

32億5,788万円

9,234万円

877万円

9,961万円

6,651万円

13億8,046万円

2,049万円

5,674万円

収入率

90.4%

86.5%

82.3%

71.1%

101.7%

44.7%

75.3%

72.6%

100.0%

104.2%

歳出

執行済額

83億9,201万円

72億3,843万円

34億3,871万円

1億2,038万円

842万円

1億7,687万円

7,825万円

16億8,778万円

2,049万円

4,676万円

執行率

91.1%

90.9%

86.8%

92.7%

97.7%

79.4%

88.6%

88.8%

100.0%

85.8%

一般会計の歳出（平成19年₃月末現在）

内容

障害者・児童・高齢者福祉、生活保護、国民年金など

人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計など

小中学校や生涯学習など

道路、公園、住宅などの整備

健康づくり、廃棄物処理、公害対策など

国・県や銀行などから借りたお金の返済

消防防災対策など

農業や畜産、林業の振興など

議会費、商工費など

　　　　　合計

予算額

72億6,690万円

51億5,313万円

30億7,250万円

29億9,964万円

27億5,764万円

26億1,289万円

17億4,744万円

10億3,844万円

10億1,131万円

276億5,989万円

    執行済額

54億1,379万円

47億　317万円

26億6,684万円

18億7,304万円

26億6,291万円

23億7,568万円

17億3,138万円

8億2,204万円

8億5,931万円

231億　816万円

区分

民生費

総務費

教育費

土木費

衛生費

公債費

消防費

農林水産費

その他

執行率

74.5%

91.3%

86.8%

62.4%

96.6%

90.9%

99.1%

79.2%

85.0%

83.5%

一般会計の歳入（平成19年₃月末現在）

区分

市税

地方交付税

市債

国庫支出金

繰入金

地方譲与税

県支出金

地方消費税交付金

繰越金

諸収入

その他

内容

市民税・固定資産税・軽自動車税など

財政規模などに応じて国から交付されるお金

国・県や銀行などから借り入れるお金

特定の事業など国から交付されるお金

積み立て基金や特別会計から繰り入れるお金

所得税、地方道路税などとして徴収され、市に
譲与されるお金

特定の事業など県から交付されるお金

消費税の一部で県から交付されるお金

前年度から繰り越したお金

貸付金の元金・利子などのお金

使用料、手数料、財産収入などのお金

　　　　　合計

予算額

81億9,964万円

75億6,952万円

24億5,760万円

21億1,770万円

12億4,996万円

11億2,100万円

10億　906万円

8億　600万円

7億7,033万円

7億2,297万円

16億3,611万円

276億5,989万円

   収入済額

82億8,469万円

80億1,047万円

21億3,680万円

16億7,835万円

2億1,156万円

10億3,320万円

6億　191万円

8億3,325万円

7億7,033万円

7億4,221万円

16億9,839万円

260億　116万円

企業会計の状況
水道事業

収益的収支

資本的収支

簡易水道事業

収益的収支

資本的収支

収入予算額

21億4,077万円

2億7,748万円

収入予算額

8,728万円

2,951万円

( 支出済額 )

19億7,996万円

10億4,568万円

( 支出済額 )

1億1,884万円

5,302万円

( 収入済額 )

21億6,709万円

2億5,371万円

( 収入済額 )

9,172万円

3,054万円

支出予算額

21億5,762万円

10億6.936万円

支出予算額

1億2,838万円

5,365万円

平成19年₃月末現在の住民基本台帳による人口、世帯をもと
に算出　人口＝87,837人、世帯＝29,020世帯

（平成19年₃月末現在）

香
取
市
の

家
計
簿

香
取
市
の

家
計
簿

香
取
市
の

家
計
簿

車両

178 台

建物

304,602㎡

基金
43億1,746万円
有価証券

126万円
出資金
6,779万円

 収入率

101.0%

105.8%

86.9%

79.3%

16.9%

92.2%

59.7%

103.4%

100.0%

102.7%

103.8%

94.0%

▲平成18年度に整備が完了したくろべ運動公園

一般会計

特別会計

　　土地取得事業

　　火葬場事業

　　下水道事業

　　農業集落排水

　　観光事業

公営企業会計

　　水道事業

　　簡易水道事業

合計

土地

2,216,536㎡
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計
画
の
位
置
づ
け

　

障
害
者
自
立
支
援
法
第
88

条
の
規
定
に
よ
り
自
立
支
援
給

付
・
地
域
生
活
支
援
事
業
の
事

業
量
や
そ
の
確
保
策
を
定
め
ま

す
。

策
定
期
間

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年

度
ま
で
の
3
年
間
。

基
本
目
標

　

第
1
次
香
取
市
障
害
福
祉
計

画
で
は
、
国
の
障
害
者
基
本
計

画
の
基
本
理
念
や
基
本
方
針
と

の
調
和
に
配
慮
し
つ
つ
、
3
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

1
自
己
選
択
と
自
己
決
定
が

で
き
る
環
境
づ
く
り

　
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

の
理
念
の
も
と
、
障
害
の
種
別

や
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
障
害
者

が
自
ら
居
住
場
所
や
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
・
支
援
を
選
択
・
決

定
し
、
自
立
と
社
会
参
加
の
実

現
を
図
っ
て
い
け
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

2
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

市
が
中
心
的
な
実
施
主
体
と

な
り
、
社
会
福
祉
法
人
、
医
療

法
人
、
企
業
・
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

個
人
な
ど
、
地
域
の
福
祉
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
身
体
障

害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
共

通
の
多
面
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
ま
す
。

3
地
域
生
活
移
行
の
推
進
と

就
労
支
援
の
強
化

　

身
近
な
地
域
に
お
け
る
日
中

活
動
の
場
や
生
活
の
場
を
充
実

す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
者
・

入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
立
支

援
の
観
点
か
ら
、
就
労
支
援
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

円
滑
な
推
進
へ

①
適
切
な
障
害
程
度
区
分
認
定

の
実
施

②
低
所
得
者
に
配
慮
し
た
応
益

負
担
の
し
く
み
づ
く
り

③
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
円

滑
な
運
営取

り
組
み

1
計
画
推
進
体
制
の
確
立

　

香
取
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
相
談
支
援
・
権
利
擁
護
、

就
労
支
援
、
地
域
生
活
支
援
な

ど
の
方
策
の
検
討
を
行
い
、
幅

広
い
意
見
交
換
を
図
る
と
と
も

　

障
害
者
の
増
加
や
、
障
害
者
の
社
会
参
加
意
欲
の
一

層
の
高
ま
り
、
制
度
改
正
な
ど
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
、

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
の
皆
さ
ん

が
、
地
域
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

そ
の
確
保
策
を
定
め
る
﹁
第
１
次
香
取
市
障
害
福
祉
計

画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
、
計
画
の
全
体
的
な
実
施
状

況
の
点
検
と
進
行
管
理
を
行
い

ま
す
。

2
専
門
従
事
者
の
育
成
・
確
保

　

障
害
者
福
祉
施
策
を
推
進
し

て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
に
関
わ
る
各

種
資
格
者
、
専
門
従
事
者
な
ど

の
計
画
的
養
成
と
確
保
に
努
め

ま
す
。

3
行
政
職
員
の
資
質
向
上

　

行
政
職
員
の
障
害
者
へ
の
理

解
と
人
権
意
識
・
福
祉
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

4
財
源
の
確
保

　

計
画
の
着
実
な
実
施
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
効

果
的
、
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
努
め
ま
す
。

計
画
の
公
表

　

香
取
市
障
害
福
祉
計
画
は
、

市
役
所
1
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
や

各
区
健
康
福
祉
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

☎
(50)
1
2
5
2

企業立地に
奨励金

香
取
市
障
害
福
祉
計
画
策
定

情
報
公
開
の実

施
状
況

　
「
情
報
公
開
制
度
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
が

持
っ
て
い
る
行
政
文
書
の
開

示
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障

し
、
そ
の
請
求
に
応
じ
て
、

情
報
や
文
書
な
ど
を
公
開
す

る
制
度
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
情
報
公

開
制
度
に
加
え
て
、
広
報
活

動
お
よ
び
各
所
管
課
な
ど
で

の
情
報
や
資
料
の
提
供
を
積

極
的
に
行
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
市
政
へ
の
理
解
と
参
加

を
よ
り
一
層
推
進
し
、
公
正

で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

個
人
情
報
の運

用
状
況

　

個
人
情
報
保
護
条
例
は
、

市
が
、
個
人
情
報
を
正
し

く
安
全
に
取
り
扱
う
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と

も
に
、
市
が
保
有
す

る
個
人
の
情
報
（
文

書
な
ど
）
を
本
人
に

限
っ
て
、
見
た
り
、

誤
り
を
正
し
た
り
す

る
権
利
な
ど
を
保
障

す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
権

利
利
益
を
保
護
し
て

い
く
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務

課　

☎
(50)
1
2
0
1

情報の公開などの状況

個人情報の閲覧などの状況

※上記以外の実施機関は請求がありませんでした

※上記以外の実施機関は請求がありませんでした

フ
ン
尿
の
後
始
末

　

塀
や
門
柱
に
フ
ン
や
お
し
っ

こ
を
さ
れ
て
迷
惑
を
受
け
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ト

イ
レ
は
自
宅
で
行
う
よ
う
に
し

つ
け
、
散
歩
中
に
フ
ン
を
し
た

ら
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
禁
止

　

犬
は
鎖
な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、

檻
に
入
れ
て
飼
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
放
し
飼
い
を
す
る

と
、
人
を
咬
む
、
庭
や
畑
を
荒

ら
す
、
予
定
外
の
繁
殖
行
為
を

す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
た

り
、
交
通
事
故
で
犬
自
身
が
犠

牲
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

エ
サ
を
与
え
る
前
に

　

の
ら
猫
に
エ
サ
を
与
え
る

と
、
猫
が
集
ま
り
、
子
猫
が
生

ま
れ
、
の
ら
猫
が
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。
感
染
症
や
交
通
事
故

を
招
く
恐
れ
も
あ
り
、
猫
を
不

幸
に
し
ま
す
。
フ
ン
尿
で
近
所

の
庭
や
洗
濯
物
を
汚
す
な
ど
、

迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
す
。

　

繁
殖
制
限
を

　

犬
や
猫
は
年
に
数
回
出
産

し
、
子
犬
・
子
猫
の
飼
い
主
を

探
す
の
も
大
変
で
す
。
不
幸
な

命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
動

物
病
院
で
不
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

去
勢
手
術
を
行
う
と
狂
暴
性
や

む
だ
吠
え
な
ど
を
和
ら
げ
る
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

終
生
飼
い
ま
し
ょ
う

　

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
捨
て

ら
れ
た
動
物
は
、
飢
え
・
寒
さ
・

病
気
・
交
通
事
故
な
ど
で
不
幸

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
主

に
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課

☎
(50)
1
2
4
8

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
香

取
保
健
所
）�

☎
(52)
9
1
6
1

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
7
6
(93)
5
7
1
1

飼い主の皆さん
責任を持って！

　市では、産業振興と雇用拡大
を目的に企業立地の促進を図る
ため、香取市企業立地促進条例
を制定しました。
　これは、本市に新たに立地す
る企業や市内で事業を拡張する
企業に対し、固定資産税相当額
の奨励金、従業員新規雇用の奨
励金を交付することにより、企
業が進出しやすい環境を整える
ものです。
■対象地域　市内全域
■対象業種　製造業（工場、作
業所）、学術・開発研究機関（試
験研究施設）、運輸業（流通関
連施設）、情報サービス業（情
報サービス施設）および関連事
業
■対象要件
◇新規事業者・業務拡張事業者
　投下固定資産額…1億円以上、
新規常用雇用者数…10人以上
◇特例として
◦�中小企業者　投下固定資産額
…5,000万円以上、新規常用
雇用者数…5人以上

◦�投下固定資産額が上記金額未
満（注）　投下固定資産額…
要件なし、新規常用雇用者数
…15人以上

注雇用促進奨励金のみの交付
■奨励措置
◇立地奨励金　固定資産税相当
額を₃年間
◇雇用促進奨励金　新規常用雇
用者で、市内在住雇用者一人当
たり10万円。限度額1,000万円
で１回限り
※対象事業者に認定された後に
取得した固定資産が対象
問い合わせ　商工観光課

　☎(50)1212

　

4
月
8
日
に
発
生
し
た
小
見

川
区
・
山
田
区
の
「
水
道
水
質

事
故
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け

し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

事
故
原
因
は
、
水
源
の
一
つ

で
あ
る
利
根
川
の
Ｐ
Ｈ
値
が

3
月
中
旬
か
ら
高
い
状
態
が
続

き
、
そ
の
対
策
と
し
て
薬
品
の

使
用
量
を
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
沈
で
ん
池
で
の
汚
泥
堆
積

量
が
増
え
、
汚
泥
処
理
施
設
の

能
力
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
適

正
な
浄
水
処
理
が
行
え
ず
水
道

水
が
濁
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
度
と
こ
う
し
た
事
態
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
危
機
管
理
体

制
の
充
実
に
努
め
、
安
全
・
安

心
の
水
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

小
見
川
上
下
水

道
事
務
所　

☎
(83)
3
3
6
1

水
道
水
の
濁
水
発
生
報
告

平
成
18
年
度
の
状
況
を
公
表

情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
の
開
示

請求

10

2

12

請求

23

23

開示

3

1

4

公開

23

23

部分開示

2

―

2

部分公開

―

―

非開示

―

―

―

非公開

―

―

却下

―

―

―

訂正等

―

―

取下げ

5

1

6

不存在

―

―

―

実施機関

市長

教育委員会

合計

実施機関

市長

合計
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防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
寄
贈

罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

犯

な
ぜ
偉
人
た
ち
は
教
科
書
か
ら
消
え

た
の
か
～
︿
肖
像
画
﹀
が
語
る
通
説

破
り
の
日
本
史

河
合
敦
／
著

　

日
本
史
の
教
科
書
か
ら
偉
人
た
ち

の
肖
像
画
が
消
え
つ
つ
あ
る
？
源
頼

朝
、
聖
徳
太
子
、
足
利
尊
氏
、
武
田

信
玄
、
西
郷
隆
盛
⋮
。
こ
れ
ま
で
信

じ
ら
れ
て
き
た
超
有
名
な
歴
史
上
の

人
物
た
ち
の
肖
像
画
や
、
日
本
史
の

常
識
の
ウ
ソ
を
楽
し
く
暴
露
。

跳
び
箱
が
で
き
る
！
自
転
車
に
乗
れ

る
！
～
誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た

﹁
遊
び
運
動
﹂
の
コ
ツ下山

真
二
／
監
修

　

跳
び
箱
、
自
転
車
、
ブ
ラ
ン
コ
、

逆
上
が
り
、
竹
馬
な
ど
の
﹁
遊
び
運

動
﹂
の
コ
ツ
を
、
現
役
の
小
学
校
の

先
生
が
解
説
。
写
真
で
紹
介
し
て
い

る
か
ら
動
き
が
一
目
瞭
然
。
1
人
で

も
、
親
子
で
も
、
友
達
同
士
で
も
楽

し
く
練
習
で
き
る
！

ネ
ッ
ト
決
済
売
り
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
～

産
直
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
で
、

ネ
ッ
ト
販
売
で
代
金
回
収
す
る
方
法

鏡
味
義
房
／
著

　

有
形
・
無
形
商
品
に
関
わ
ら
ず
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
ユ
ー
ザ
ー
も
手

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を
紹
介

し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

今月のおすすめ

▲宇井市長と高校生が、それぞれの思い描く香取市を熱く語る

エストサイズ物語
メタボリック予防にウ

　

登
下
校
中
の
生
徒
を
犯
罪

か
ら
守
る
た
め
、
防
犯
用
の

笛
が
、
小
見
川
水
上
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
小
見
川
中
学
校

へ
4
月
16
日
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
寄
贈
は
、
3
年
前

か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
1
年
生
の
女
子
生
徒
代

表
2
人
に
1
2
0
個
の
笛
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
上
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
小

山
田
会
長
は
﹁
防
犯
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
悲
し
い

事
件
を
防
ぐ
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
﹂と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲小山田会長より防犯用の笛が手渡された

▲健康のため汗を流す参加者

　最近何かと耳にする「メ
タボリックシンドローム」。
この内臓脂肪面積を判断す
る簡易法がウエストのサイ
ズを測ることと、ブロード
ウェイの大ヒットミュージ
カルをもじって「ウエスト
サイズ物語」として、生活
習慣病などの予防の健康体
操が香取市民体育館で毎月
行われています。
　4月10日にはＮＨＫの取
材もあり、たくさんの参加
者が自分の健康管理のため
いろいろな運動で汗を流し
ました。

高
校
生
と
市
長
が
語
る
ま
ち
づ
く
り

2
0
0
7
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
始
動

　

宇
井
市
長
と
市
民
が
、
香
取
市
に
つ
い

て
語
り
合
う
﹁
2
0
0
7
市
民
懇
談
会
﹂

が
、
4
月
12
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
テ
ー
マ
や
参
加
対
象
を
決

め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
な
り
、
初
回
と

な
っ
た
こ
の
日
は
、市
内
の
高
校
4
校︵
佐

原
高
校
、
佐
原
白
楊
高
校
、
千
葉
萌
陽
高

校
、
小
見
川
高
校
︶
の
生
徒
た
ち
約
40
人

が
﹁
行
政
と
の
協
働
﹂
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
経
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
意

見
が
発
表
さ
れ
﹁
登
録
制
に
よ
る
参
加
﹂

や
﹁
表
彰
の
実
施
﹂﹁
学
校
で
も
参
加
で

き
る
機
会
を
つ
く
る
﹂
な
ど
、
活
動
を
広

げ
る
方
法
や
﹁
駅
前
清
掃
を
交
代
制
で

行
っ
て
は
ど
う
か
﹂
な
ど
、
積
極
的
な
意

見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

自
立
的
な
気
持
ち
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
。
地
域
・
香
取
市
を
つ
く

る
の
は
、
若
い
皆
さ
ん
。
力
を
貸
し
て
ほ

し
い
﹂
と
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

車の保存整備に支援
東日本鉄道文化財団 地方文化事業支援山

　㈶東日本鉄道文化財団が実施している地方文化事業「佐原の山車
保存整備支援事業」が選ばれ、支援事業助成状の贈呈式が4月25日
に行われました。
　支援を受けるにあたり、ＪＲ東日本千葉支社、ＮＰＯまちおこし
佐原の大祭振興協会と市が、「佐原の山車保存整備事業実行委員会」
を設立し、山車の保存・継承に取
り組むことにより、今後₃年間、
同財団より資金的支援を受ける
ことになります。
　贈呈式では、同財団石川事業部
長より実行委員会菅井委員長が
支援事業助成状を受け取りまし
た。菅井委員長は「支援を受ける
からには、国の文化財としてふさ
わしいよう、保存・整備を行いた
い」と話していました。 ▲助成状を受け取る菅井委員長 ( 右 )
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▲受賞作「純篤」（中央）

　

東
京
都
美
術
館
で
3
月
12

日
ま
で
開
か
れ
て
い
た
、
第

26
回
日
本
刻
字
展
で
小お

川が
わ

剛つ
よ
し︵

三
ノ
分
目
︶
さ
ん
が
無

鑑
査
部
門
で
最
高
賞
と
な

る
、
日
本
中
国
文
化
交
流
協

会
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

受
賞
作
は
﹁
純
じ
ゅ
ん

篤と
く

﹂
の
2

文
字
を
浮
き
彫
り
に
し
、
刻

字
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

受
賞
し
た
小
川
さ
ん
は
﹁
刻

字
は
、
彫
り
方
以
上
に
字
の

良
さ
が
評
価
さ
れ
る
。
字
を

い
か
に
表
現
す
る
か
に
苦
労

し
ま
し
た
﹂
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

軽
で
低
コ
ス
ト
に
利
用
で
き
る
決
済

方
法
を
紹
介
。
決
済
の
仕
組
み
や
検

討
ポ
イ
ン
ト
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
決
済
会
社
と
そ
れ
ら

を
選
択
す
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

解
説
。

く
わ
ず
に
ょ
う
ぼ
う稲

田
和
子
／
再
話

赤
羽
末
吉
／
画

　
﹁
よ
く
働
き
、
飯
を
食
わ
な
い
女

房
が
欲
し
い
﹂
そ
ん
な
欲
張
り
な
男

の
と
こ
ろ
へ
美
し
い
娘
が
嫁
に
来
ま

し
た
。
し
か
し
、
蔵
の
米
俵
は
少
な

く
な
る
ば
か
り
⋮
。
不
思
議
に
思
っ

た
男
が
こ
っ
そ
り
天
井
裏
か
ら
覗
い

て
み
る
と
な
ん
と
嫁
は
鬼
婆
だ
っ
た

の
で
す
。
昔
話
の
語
り
口
調
と
思
わ

ず
﹁
怖
い
﹂
と
声
が
出
て
し
ま
い
そ

う
な
絵
は
圧
巻
。

▲宇井市長と高校生が、それぞれの思い描く香取市を熱く語る

日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
賞
を
受
賞

字
で
最
高
賞

刻

石
いしまくら

枕と立
りっか

花

　

古
墳
は
、
3
世
紀
後
半
か
ら

7
世
紀
に
か
け
て
全
国
各
地
で

盛
ん
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

香
取
市
に
お
い
て
も
、
前
方

後
円
墳
を
は
じ
め
円
墳
や
方
墳

な
ど
多
数
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
、

現
在
の
と
こ
ろ
約
5
0
0
基
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

三
ノ
分
目
の
大
塚
山
古
墳
は
、

県
内
屈
指
の
規
模
を
誇
る
、
5

世
紀
中
頃
の
代
表
的
な
大
型
前

方
後
円
墳
で
す
。
古
墳
の
内
部

に
は
、
武
器
・
武
具
・
装
身
具

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
副ふ
く
そ
う
ひ
ん

葬
品
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

当
地
域
の
5
世
紀
か
ら
6
世
紀

前
半
に
特
徴
的
な
副
葬
品
で
あ

る
、石
枕
と
立
花
を
紹
介
し
ま
す
。

　

石
枕
は
、
文
字
ど
お
り
石
で

▲石枕と立花

▲大戸宮作 1 号墳　石枕・立花出土状態

作
っ
た
枕
の
こ
と
で
す
が
、
私

た
ち
が
日
常
使
う
よ
う
な
枕
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
者
の
頭
を

載の

せ
る
葬
儀
用
の
枕
で
す
。
通

常
、
平
面
形
を
円
形
や
馬ば

蹄て
い

形

に
成
形
し
、
中
央
部
は
頭
を
載

せ
る
よ
う
に
窪く
ぼ

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
千
葉
県
内

で
約
70
個
の
石
枕
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
国
の

6
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
大
半
は
旧
下
総
町
、

神
崎
町
、
旧
佐
原
市
の
利
根
川

流
域
に
集
中
し
、
千
葉
市
や
成

田
市
、
対
岸
の
茨
城
県
鹿
嶋
市
、

稲
敷
市
な
ど
に
も
一
部
分
布
し

て
い
ま
す
。

　

立
花
は
、
2
個
の
勾
玉
を
背

中
合
わ
せ
に
し
て
軸
に
縛し
ば

っ
た

形
状
を
模
し
た
石
製
品
で
、
石

枕
の
外
周
に
穿う
が

た
れ
た
小
孔（
立

花
受う
け
あ
な孔

）
に
立
て
並
べ
た
も
の

で
す
。

　

上
の
写
真
は
、
昭
和
62
年
に

発
掘
調
査
し
た
大
戸
宮
作
1
号

墳
か
ら
、
石
枕
や
立
花
が
出
土

し
た
状
況
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
。

　

石
枕
は
、
縦
25
㎝
・
横
29
㎝

で
、
馬
蹄
形
に
成
形
さ
れ
、
外

周
に
は
7
個
の
立
花
受
孔
が
あ

り
ま
す
。
立
花
は
計
8
本
出
土

し
て
い
ま
す
が
、
石
枕
に
は
1

本
も
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
す

べ
て
石
枕
の
周
囲
に
ば
ら
撒ま

か

れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
大
戸
宮
作
1
号
墳

に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
調
査
さ

れ
た
他
の
古
墳
に
お
い
て
も
同

様
で
す
。
古
墳
に
埋
葬
す
る
時

点
で
は
、
石
枕
に
立
花
を
立
て

る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
石
枕
に
立

花
を
立
て
て
使
用
し
た
の
は
、

埋
葬
前
に
行
わ
れ
た
葬
送
儀
礼

の
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
葬
送
儀
礼
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
の
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
殯
も
が
り」
と
呼
ば
れ
る
儀

礼
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
有
力

で
す
。
殯
と
は
、
死
者
を
埋
葬

す
る
ま
で
の
一
定
期
間
、
殯
も
が
り
の
み
や宮

に
安
置
し
、
そ
こ
で
「
魂た
ま
し
ず鎮
め
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
儀
式

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

石
枕
と
立
花
は
、
殯
の
期
間

中
に
そ
の
役
目
を
果
た
し
、
そ

の
後
、
死
者
と
と
も
に
古
墳
に

埋
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
石

枕
と
立
花
を
媒
介
と
し
た
共
通

の
葬
送
観
を
持
つ
地
域
で
あ
っ

た
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、
利
根
川
下
流
域
最
大

の
古
墳
で
あ
る
大
塚
山
古
墳
を

築
造
し
、
ま
た
、
後
の
下
し
も
つ
う
な
か
み
の

海
上

国く
に
の
み
や
っ
こ

造
の
勢
力
基
盤
と
考
え
ら
れ

る
旧
小
見
川
町
域
か
ら
は
、
石

枕
や
立
花
が
ひ
と
つ
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
事
実
が

何
を
意
味
す
る
の
か
、
大
変
興

味
深
い
こ
と
で
す
。

「古墳時代の葬送儀礼を物語る遺物」

葬
送
儀
礼
に
使
用

石
枕
と
立
花
と
は
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在
学
者

◇
応
募
方
法　

は
が
き
に
標
語

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入

■
作
文

◇
対
象　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
者

◇
応
募
方
法　

4
0
0
字
詰
め

原
稿
用
紙
5
枚
以
内
と
し
題

名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

応
5
月
31
日
㈭
ま
で
に
〒
2
8

�

7
‐
8
5
0
1
香
取
市
役
所
健

康
づ
く
り
課
「
8
0
2
0
運
動

普
及
標
語
・
作
文
募
集
係
」
へ

郵
送　

☎
（50）
1
2
3
5

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
血

液
は
、
ま
だ
人
工
的
に
造
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
血
液
は
生
き
た
細
胞

で
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保

存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
は
患

者
に
安
全
な
4
0
0
㎖
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

5
月
30
日
㈬

■
場
所
・
時
間　

栗
源
保
健
セ

ン
タ
ー　

10
時
〜
12
時
30
分
／

ジ
ェ
イ
フ
ィ
ル
ム　

14
時
30
分

〜
16
時

問
栗
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
3
0
0
0

　
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
は
、
毎

年
5
月
30
日
に
近
い
日
曜
日
を

「
関
東
地
方
環
境
美
化
行
動
の

日
」
に
定
め
て
、
ご
み
の
散
乱

防
止
と
再
資
源
化
促
進
の
普
及

啓
発
を
目
的
と
し
た
、
散
乱
空

き
缶
な
ど
の
一
斉
清
掃
を
主
と

す
る
広
域
的
な
統
一
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
は
5
月
27
日
㈰
を
中
心

に
、
関
東
甲
信
越
静
の
11
都
県

が
共
同
歩
調
を
と
り
実
施
し
ま

す
。
地
域
の
美
化
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
安
全
課
☎
（50）
1
2
4
8

　

市
公
用
車
の
購
入
に
つ
い

て
、
公
募
に
よ
る
見
積
り
合
せ

を
実
施
し
ま
す
。

■
公
募
で
き
る
人　

市
内
に
本

店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す
る
自

動
車
販
売
業
者
（
法
人
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
人
）

■
見
積
り
対
象　

市
公
用
車
6

台

■
参
加
申
込
期
間　

5
月
15
日

㈫
〜
25
日
㈮

■
見
積
書
提
出
日　

6
月
7
日

㈭■
見
積
書
提
出
方
法
な
ど　

対

象
車
仕
様
、見
積
り
参
加
資
格
、

見
積
書
提
出
方
法
な
ど
は
、
財

政
課
で
配
布
す
る
公
募
型
見
積

り
合
せ
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い問
財
政
課　

☎
（50）
1
2
0
7

　

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
全
国
の
卸
売
・
小
売
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
平
成

19
年
6
月
1
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

　

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の

お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
県
庁
統
計
課
商
業
労
働
担
当

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2
2
5

企
画
政
策
課　

☎
（50）
1
2
0
6

　

5
月
、
6
月
は
赤
十
字
運
動

月
間
で
す
。
赤
十
字
で
は
、
人

道
的
な
事
業
を
推
進
す
る
た
め

に
事
業
資
金
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
赤
十
字
に
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
福
祉
課
☎
（50）
1
2
0
9

　

沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
・
小

笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
や
ミ

カ
ン
科
植
物
に
被
害
を
与
え
る

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
カ
ン

キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
菌
・
ミ

カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
な
ど
の
特
別
な

■
日
時　

5
月
25
日
㈮　

19
時

〜■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
第
4
研
修
室

■
内
容　

高
齢
者
の
骨
折
と
転

倒
の
予
防
に
つ
い
て　

講
師　

明
妻
浩
之
先
生
（
佐
原
病
院
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
理
学
療

法
士
）

■
参
加
費　

無
料
、
予
約
不
要

問
県
立
佐
原
病
院

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
2
3
1

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
日
時　

6
月
2
日
〜
8
月
25

日
の
毎
週
土
曜
日　

19
時
〜
20

時
（
全
13
回
）

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館　

第
1
研
修
室

■
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

希
望
者
は
直
接
教
室
へ
お
越
し

く
だ
さ
い

■
参
加
費　

無
料
（
教
材
費
別

途
）

問
企
画
政
策
課
内
香
取
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局

�

☎
（50）
1
2
0
6

■
日
時　

6
月
9
日
㈯　

13
時

〜
16
時
（
参
加
無
料
）

■
場
所　

神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ■
講
師　

長
井
仁
美
氏
（
神
崎

ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）

問
㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
千

葉
支
部　

藤
岡
☎
（82）
3
2
2
6

■
対
象　

小
学
校
4
〜
6
年
生

（
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
大
人

も
可
）

■
日
時　

毎
週
月
曜
日　

①
18

時
〜
19
時
10
分　

②
19
時
20
分

〜
20
時
30
分　

年
間
30
回

■
場
所　

栗
源
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

■
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　

1
0
0
0
0
円

（
保
険
・
講
師
料
の
一
部
）

申
栗
教
育
課　

☎
（75）
2
1
1
7

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生

■
日
時　

6
月
6
日
㈬
・
8
日

㈮
・
13
日
㈬
・
15
日
㈮　

18
時

30
分
〜
19
時
45
分
（
受
付
は
18

時
15
分
か
ら
）

■
場
所　

L
＆
M
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ

■
募
集
人
数　

45
人（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

水
着
・
ス
イ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ッ
プ

■
内
容　

水
泳
の
基
本

■
参
加
費　

4
回
で
2
0
0
0

円
（
保
険
料
含
む
）

申
5
月
15
日
㈫
か
ら
31
日
㈭
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
1

　

80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上

の
歯
を
保
て
る
よ
う
に
、
歯
の

健
康
づ
く
り
や
む
し
歯
予
防
の

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

■
標
語

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

暮
ら
し
の

情
報

【暮らしの情報】

お知らせ

講座
教室

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

親
子
と
成
人
の
保
健

6
月
1
日
～
30
日

■
4
カ
月
児
健
診

栗
⋮
19
日
㈫ 

1�
時
～
1�
時
�0
分
︵
平
成
19
年
1
～
2
月
生
︶

山
⋮
22
日
㈮ 

1�
時
～
1�
時
15
分
︵
平
成
19
年
2
月
生
︶

■
10
カ
月
児
健
診

小
⋮
1
日
㈮ 

1�
時
～
1�
時
15
分
︵
平
成
18
年
8
月
生
︶

佐
⋮
1�
日
㈬ 

1�
時
～
1�
時
�0
分
︵
平
成
18
年
7
～
8
月
生
︶

栗
⋮
19
日
㈫ 

1�
時
～
1�
時
�0
分
︵
平
成
18
年
7
～
8
月
生
︶

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

佐
⋮
20
日
㈬ 

1�
時
～
1�
時
�0
分
︵
平
成
17
年
12
月
生
︶

■
�
歳
児
健
診

佐
⋮
19
日
㈫ 

1�
時
～
1�
時
15
分
︵
平
成
15
年
12
月
生
︶

■
離
乳
食
教
室
︵
要
申
込
︶

佐
⋮
22
日
㈮ 

1�
時
15
分
～
1�
時
�0
分

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

佐
⋮
5
日
㈫ 

1�
時
�0
分
～
1�
時
50
分　

栗
⋮
5
日
㈫ 

1�
時
�0
分
～
14
時

小
⋮
14
日
㈭ 

12
時
�0
分
～
1�
時
45
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

栗
⋮
15
日
㈮ 

1�
時
�0
分
～
14
時　

佐
⋮
21
日
㈭ 

1�
時
�0
分
～
1�
時
50
分

■
三
種
混
合
予
防
接
種

佐
⋮
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

小
⋮
6
日
㈬
・
29
日
㈮ 

12
時
�0
分
～
1�
時
45
分

栗
⋮
15
日
㈮ 

1�
時
�0
分
～
14
時

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

佐
⋮
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

栗
⋮
5
日
㈫ 

1�
時
�0
分
～
14
時

小
⋮
14
日
㈭ 

12
時
�0
分
～
1�
時
45
分

佐
⋮
6
日
㈬ 

1�
時
～
14
時
�0
分　

小
⋮
4
日
㈪ 

9
時
�0
分
～
16
時

山
⋮
25
日
㈪ 

9
時
～
16
時　
　
　

栗
⋮
11
日
㈪ 

1�
時
～
14
時
�0
分

佐
⋮
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

小
⋮
4
・
10
カ
月
児
健
診　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

そ
の
他
：
小
見
川
区
事
務
所

山
⋮
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

栗
⋮
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。︵　

︶内
は
今
回
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　
　

☎
(50)
1
2
3
5　

小
健
康
福
祉
課　
　

☎
(82)
1
1
1
5

山
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(78)
2
1
4
2　

栗
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(75)
3
0
0
0

成
人
の
健
康
相
談

親
子
の
健
康
相
談
と
予
防
接
種

各
区
の
開
催
場
所

募集

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

8
0
2
0
運
動
の

標
語
と
作
文

水
泳
教
室
参
加
者

輸
血
用
血
液
が
大
変

不
足
し
て
い
ま
す

赤
十
字
事
業
資
金
に

ご
協
力
を

リ
ウ
マ
チ
療
養

相
談
会

中
国
語
入
門

5
月
27
日
㈰
は

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

公
用
車
購
入
の

見
積
り
を
公
募

商
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

病
害
虫
の
ま
ん
延

防
止
に
ご
協
力
を

い
ま
、和
太
鼓
が
熱
い
!

和
太
鼓
教
室
参
加
者

2007. May

5
月   1 2 � 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 1� 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 2� 24 25 26

 27 28 29 �0 �1
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病
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
ま
ん
延

を
防
止
す
る
た
め
、
さ
つ
ま
い

も
・
ミ
カ
ン
科
植
物
の
苗
木
類

な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
法
律

に
よ
り
本
土
へ
の
持
ち
込
み
が

禁
止
・
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
・
奄
美
･
小
笠
原
諸
島
を

旅
行
す
る
人
は
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

万
一
、
病
害
虫
が
侵
入
す
る

と
、
さ
つ
ま
い
も
・
ミ
カ
ン
科

植
物
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

問
横
浜
植
物
防
疫
所

☎
0
4
5
（
2
1
1
）
7
1
5
5

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球

環
境
保
護
・
資
源
の
有
効
活
用

の
た
め
、
古
い
電
話
帳
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭

に
6
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
古
い
電
話
帳
を
配

達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

不
在
の
場
合
は
、
改
め
て
回

収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

�　（
0
1
2
0
）5
0
6
3
0
9

　
「
語
る
べ
ぇ
栗
源
」
の
皆
さ

ん
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙

芝
居
で
心
豊
か
な
ひ
と
時
を
。

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
も
あ
る
よ
！

■
対
象　

幼
児
・
小
学
校
1
・

2
年
生
と
養
育
者

■
日
時　

5
月
19
日
㈯�

10
時

〜■
場
所　

栗
源
公
民
館
視
聴
覚

室■
参
加
費　

無
料

問
栗
教
育
課　

☎
（75）
2
1
1
7

　

さ
わ
ら
青
空
市
で
は
「
3
周

年
記
念
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

旬
の
野
菜
や
果
物
・
手
作
り

の
加
工
品
・
衣
類
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
目
玉
商
品
を
と
り
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
を
お
買
い
求
め

い
た
だ
い
た
人
が
参
加
で
き
る

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
を
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

5
月
19
日
㈯�

9
時

〜
正
午

※
さ
わ
ら
青
空
市
は
、
毎
月
第

1
・
3
土
曜
日
（
1
月
の
第
1

土
曜
日
を
除
く
）
の
9
時
〜
正

午
ま
で
開
催
中
で
す

■
場
所　

佐
原
駅
前
商
店
街
ま

ゆ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

問
農
政
課　
　

☎
（50）
1
2
5
8

商
工
観
光
課　

☎
（50）
1
2
1
2

　

次
の
と
お
り
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

5
月
27
日
㈰�

14
時

30
分
〜
16
時

■
場
所　

山
田
公
民
館
ホ
ー
ル

■
演
題　
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ

い
、
人
の
味
」
講
師　

八
名
信

夫
氏
（
俳
優
）

■
参
加
費　

無
料
、
予
約
不
要

問
山
教
育
課　

☎
（78）
4
4
3
1

催し

市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113

市役所　　　　　₆月13日㈬　予約日₆月₄日㈪　
小見川区事務所　₆月27日㈬　予約日₆月18日㈪

　☆「人権擁護委員の日」に合わせ、特設人権相談所を₆月₁日㈮
10時から15時の間、佐原中央公民館、小見川区事務所、山田公民館、
栗源公民館で行います。
問市民生活課人権・市民相談班　☎(54)1138
●行政相談・人権相談

₅月18日㈮　　13時30分〜15時30分
市民生活課　　☎(54)1138
₆月20日㈬　　13時30分〜15時30分
市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113

●消費生活相談　₉時〜17時
市民生活課　　₅月24日㈭・₆月14日㈭　☎(54)1138
小市民環境課　₅月31日㈭・₆月₇日㈭　☎(82)1114

●交通事故相談　10時〜15時　要予約
環境安全課　　₅月22日㈫・₆月12日㈫　☎(50)1248
小市民環境課　₆月21日㈭　☎(82)1123　

●心配ごと相談　10時~15時 
　社会福祉協議会山田支所　　₅月24日㈭　☎(78)1056
　社会福祉協議会栗源支所　　₅月31日㈭　☎(75)2118
　社会福祉協議会本所　　　　₆月₇日㈭　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所　₆月14日㈭　☎(83)7071

●精神保健福祉相談　₅月22日㈫・₆月₆日㈬・14日㈭
　13時30分〜(要予約)
● エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料)　₅月28日㈪・

₆月₄月㈪・11日㈪　13時〜14時受付(予約不要)
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日(要予約)
　☎(52)9310　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時
●女性のための健康相談 　₅月24日㈭(要予約)☎(52)9157

【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  ₉時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138 受付
は予約日の₈時30分から10人まで　☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

　
「
煙
火
打
揚
従
事
者
手
帳

所
持
者
特
別
講
習
会
」
が
5

月
24
日
㈭
に
、
佐
原
文
化
会

館
・
佐
原
河
川
敷
緑
地
内
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

佐
原
河
川
敷
緑
地
内
で

は
、
13
時
か
ら
15
時
ご
ろ
ま

で
、
4
号
玉
の
打
ち
上
げ
や

地
上
で
の
事
故
を
想
定
し
た

実
地
講
習
会
（
雨
天
中
止
）

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

打
ち
上
げ
実
習
現
場
か
ら

半
径
1
2
0
メ
ー
ト
ル
は
危

険
区
域
と
な
り
、
河
川
敷
内

の
運
動
施
設
は
使
用
が
禁
止

さ
れ
、
関
係
車
両
以
外
の
立

ち
入
り
も
禁
止
と
な
り
ま

す
。
打
ち
上
げ
音
で
特
に
会

場
付
近
の
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
時
間
帯
に
は
小

野
川
水
門
か
ら
利
根
川
本
流

ま
で
、
船
の
運
航
は
中
止
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
1
2

■
日
時　

6
月
3
日
㈰　

8
時

30
分
〜
（
予
備
日
な
し
）

■
場
所　

小
見
川
く
ろ
べ
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
費　

1
ペ
ア
2
0
0
0

円
（
当
日
納
付
）

申
5
月
24
日
㈭
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部
事
務
局
へ　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
0
0
0
3

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
期
日　

6
月
24
日
㈰

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
種
目　

男
子
、
女
子
の
部

■
競
技
方
法　

6
人
制

■
参
加
費　

2
0
0
0
円

申
6
月
14
日
㈭
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部
事
務
局
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
0
0
0
3

　

市
で
は
、
平
成
元
年
に
6
月

3
日
が
「
測
量
の
日
」
と
し
て

制
定
さ
れ
て
以
来
、
日
本
初
の

実
測
日
本
地
図
を
作
成
し
た
郷

土
の
偉
人
「
伊
能
忠
敬
」
に
ち

な
み
「
地
図
の
ま
ち
佐
原
」
と

銘
打
ち
、
㈳
佐
原
青
年
会
議
所

と
共
催
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
国
土
地
理
院
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象　

小
学
校
3
年
生
以
上

の
市
内
在
住
者
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

■
日
時　

6
月
3
日
㈰　

9
時

市
役
所
出
発
（
市
役
所
着
17
時

30
分
ご
ろ
を
予
定
）

120メートル

花
火
従
事
者
の
実
地
講
習
に
よ
る

打
ち
上
げ
時
の
音
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

古
い
電
話
帳
を
回
収

し
ま
す

文
化
講
演
会

佐
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

市
民
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

国
土
地
理
院

バ
ス
ツ
ア
ー

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

本
の
読
み
聞
か
せ

佐
原
の
光
景
写
真
展

■
見
学
場
所　

国
土
地
理
院

「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」・
牛

久
シ
ャ
ト
ー

■
募
集
人
数　

40
人（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

弁
当
（
見
学
施
設

に
軽
食
施
設
・
売
店
も
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
）

■
参
加
費　

無
料

申
企
画
政
策
課
☎

（50）
1
2
0
6

■
日
時　

6
月
3
日
㈰　

8
時

〜
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
の
み
）

の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

　

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
・
四
季
彩

に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。

■
期
間　

6
月
3
日
㈰
ま
で

■
場
所　

佐
原
町
並
み
交
流
館

■
内
容　

国
選
定
重
要
伝
統
的

建
物
群
、
町
並
み
、
佐
原
の
大

祭
な
ど
の
写
真
展

問
佐
原
町
並
み
交
流
館

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

さ
わ
ら
青
空
市

記
念
イ
ベ
ン
ト
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桜
の
季
節
が
過
ぎ
、
新
緑
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
暑
く
も

な
く
寒
く
も
な
い
快
適
な
環
境

な
の
で
、
一
番
好
き
な
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
5
月
30
日
の
開
園
に

向
け
て
、
水
生
植
物
園
の
あ
や

め
も
磨
き
を
か
け
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
水
生
植
物
園
な
ど
の
観

光
施
設
が
無
料
で
楽
し
め
る「
無

料
招
待
券
」
の
効
果
の
お
か
げ

で
広
報
か
と
り
5
月
1
日
号
は

大
好
評
。
招
待
券
を
活
用
し
て
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

い
の
で
す
が
、
お
1
人
で
何
部

も
持
っ
て
い
く
の
は
ご
勘
弁
を
。

　

ま
た
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足

な
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が「
無

料
招
待
券
」
ば
か
り
で
は
な
く
、

「
広
報
か
と
り
」
を
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
Ｓ
）

人口と世帯
₅月₁日現在
人　口／87,745人（−92）
　　　男43,472人（−56）
　　　女44,273人（−36）
世帯数／29,056戸（＋36）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

危
な
い
よ
と
言
い
つ
つ
通
り
行
く
児
等
の
黄
な
る
帽
子

が
朝
陽
に
映
ゆ
る�

島
﨑
百
合
子
（
北
）

小こ
は
ぜ鉤

は
め
鍬
を
か
つ
ぎ
て
ゆ
く
父
は
生
涯
農
夫
ま
だ

九
十
歳
な
り�

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

生
き
ゆ
く
は
悲
し
き
こ
と
よ
死
の
あ
り
て
か
の
日
は
遙は

る

か
わ
た
し
も
老
ゆ
る�

土
方
と
し
子
（
み
ず
ほ
台
）

広
報
の
歌
を
見
た
よ
と
旧
友
の
声
の
な
つ
か
し
ほ
ろ
り

と
す
る
も�

平
野　

や
す
（
古
内
）

玉
葱
の
吊
る
さ
れ
し
ま
ま
芽
の
出
で
て
青
々
と
伸
ぶ
命

の
つ
よ
し�

山
本
美
津
江
（
阿
玉
台
）

パ
パ 

進
さ
ん
／
マ
マ 

宏
美
さ
ん

●
多た

だ田 

光こ
う
た汰

く
ん(

津
宮)

パ
パ 

裕
史
さ
ん
／
マ
マ 

眞
澄
さ
ん

●
尾お

が
た形 

星せ
い
か海

ち
ゃ
ん(

香
取)

パ
パ 

幸
雄
さ
ん
／
マ
マ 
雅
さ
ん

●
金か

ね
こ子 

大だ
い
ち地

く
ん(

加
藤
洲)

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

お
祭
り
、
お
さ
か
な
大
好
き
♥
我

が
家
の
小
さ
な
怪
獣
で
す

苺
と
う
ど
ん
が
大
好
物
♪
で
も
、

マ
マ
が
一
番
大
好
き
。
も
う
す

ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
よ
。

●
白し

ら
い井 

涼り
ょ
う
せ
い晴

く
ん(

佐
原
ホ)

パ
パ 

大
輔
さ
ん
／
マ
マ 

佳
友
麻
さ
ん

●
髙た

か
ぎ木 

璃り

く空
く
ん
（
高
野)

パ
パ 

秀
直
さ
ん
／
マ
マ 

祐
子
さ
ん

お
兄
チ
ャ
ン
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り

ダ
ン
ス
し
た
り
元
気
い
っ
ぱ
い
♪

七
夕
生
ま
れ
の
女
の
子
☆
ニ
イ

ニ
イ
︵
兄
︶
が
だ
～
い
好
き
！

パ
パ
と
お
風
呂
に
入
る
の
が
大

好
き
！

1歳
10カ月

今月の納期限

　年長になってはじめ

てみんなで作品を作り

ました。元気いっぱい

運動したり遊んだり頑

張ります。

₅月31日㈭

　

水
郷
佐
原
あ
や
め
ま
つ
り
開

幕
に
あ
わ
せ
、
観
光
P
R
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
郷
さ
わ
ら
観
光
大

使
と
な
る
ミ
ス
あ
や
め
コ
ン
テ

ス
ト
も
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

6
月
3
日
㈰　

10
時

〜
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

小
野
川
忠
敬
橋
下
流

特
設
会
場

■
内
容　

ミ
ス
あ
や
め
コ
ン
テ

ス
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

舟
運
イ
ベ
ン
ト
、
元
気
市
な
ど

　

あ
や
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
に
伴
い
、
特
設
会
場
を
中
心

と
し
た
小
野
川
川
岸
（
下
図
）

元気な年長組

で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
規
制
時
間　

8
時
30
分
〜
17

時■
規
制
区
域　

左
図
着
色
部
分

が
規
制
区
域

問
水
郷
佐
原
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
6
7
5

水郷佐原
あやめフェスティバル

あ
や
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
に
伴
う
交
通
規
制

軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料

（全　期）

（第₂期）

（第₂期）

ギャラリーギャラリー 山倉保育園

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

刻と
き
か
け
て
み
か
ん
の
筋
を
取
り
て
食は

む
再
診
の
通
知
頭

に
あ
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木　

マ
サ（
岩
部
）

評
・
炬
燵
に
で
も
い
る
の
だ
ろ
う
。
丁
寧
に
み
か
ん
の
筋
を
取
り

な
が
ら
食
べ
て
い
る
。
再
診
が
ど
う
い
う
結
果
に
な
る
の
か
、
そ

の
心
配
が
「
刻
か
け
て
」
で
あ
り
、
寡
黙
な
時
間
の
流
れ
に
ひ
そ

む
畏
れ
が
み
え
る
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

校
歌
い
ま
巣
箱
の
中
を
流
れ
を
り�

�

嶋
田　

昭
三
（
佐
原
イ
）

評
・
子
供
達
が
自
分
等
の
手
に
よ
っ
て
作
っ
た
野
鳥
の
巣
箱
で
あ

ろ
う
。
何
本
か
の
樹
に
据
え
た
巣
箱
に
は
子
供
達
の
愛
情
が
詰
っ

て
い
る
。
こ
の
校
歌
を
卒
業
歌
と
で
も
想
像
し
て
み
る
と
、
何
と

も
印
象
深
い
親
し
み
の
あ
る
巣
箱
で
あ
る
。

植
え
終
え
し
順
に
青
田
の
風
と
な
る

�

山
本
美
津
江
（
阿
玉
川
）

ふ
る
さ
と
や
別
れ
も
会
う
も
春
の
駅

�

木
村　

晃
三
（
富
田
）

菊
の
苗
植
え
る
手
元
の
昏
れ
に
け
り

�

多
田　

た
け
（
大
倉
）

春
雷
の
夢
を
散
ら
し
て
去
り
に
け
り

�

長
嶋　

一
（
新
里
）

老
鶯
の
声
の
聞
こ
ゆ
る
朝
餉
か
な

�

内
野
千
代
子
（
三
島
）

小野川水門　→→→

←　

忠
敬
橋　

→ 特設会場

至市街地

夢
時
庵至香取神宮

綱
寿
司

【市民のひろば】


